























































































教授 時任 宣博　教授 小野 輝男　助教 徳田 陽明　助教 中瀬 生彦　











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































特別講義「Isolating and identifying the targets of 
bioactive small molecules」
講師：上杉志成教授
４月3日　Pohang University of Science and 
Technology (Postech)
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ふく　しゃ
化学研究所 所内見学カレンダー 化学研究所出張講義カレンダー　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               バイオインフォマティクスセンター パスウェイ工学 教授 馬見塚 拓





















































































































































































































































































































教授   SOLOSHONOK, Vadim Anatol'evich
　I was born in 1961 in Ukraine, graduated from Kiev State 
U niversity (1983) and received his Ph.D. (1987) from 
Ukrainian Ac demy of Sciences. My natural curiosity made me
interested in many areas of Organic Chemistry, with emphasis 
given to long term projects in fluorine chemistry, amino acids, 
and asymmetric synthesis. R cently, I became interested in th  
formation of prebiotic homochirality nd new methods for 
optical purification of chiral compounds. Most recently, I am 
fascinated by chirality of nano-objects (fullerenes, tubes); this
is why the current visit o Japan is o exciting as Japan has 
the most advanced research in this area. I mvery interested 






米国 オクラホマ大学 化学生物化学科 准教授
平成21年7月1日～9月30日
 K yoto U niversity has been famous worldwide for his 
fundamental research in s ience, which isvery attractive for 
me to have a visit. The most impressiv in K yoto is the 
unique atmosphere of t aditional J panese culture which is
mixed well with the other side ofwell-developed Japan. I 
saw the two different facesofJapan coexisting in a very 
harmonic way in K yoto. F rthe institute, I did enjoy a lot of 
talking and iscussion with many research g oups. Every 
group has their own expertise and they can share the 
experience and knowledge with you, which was a realy 
great experience for me.I enjoyed thetime to stay inthe 
Prof. Isoda's lab like a family member, where w worked in





平成22年 1月 1日 採用
京都大学 大学院工学研究科 1999年修了
英国ウォーリック大学 博士研究員 1999～2001年









































































報道月日 新　聞 見出し 備　考内　容















読売新聞　夕刊　   1面
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〒611-0011 京都府宇治市五ヶ庄  京都大学化学研究所 担当事務室内












































































Principal Research Scientist, Division of Bio-Medical Informatics, Center for Genome Science,









　　　　   （元化学研究所 生体分子情報Ⅲ）
←2009年秋のソフトボール大会
　準決勝の様子。川端研チーム
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京大化研奨励賞  ICR Award for Young Scientists































Single-Shot Ultrafast Electron Diffraction with a Laser-Accelerated Sub-MeV Electron Pulse
Large Positive Magnetoresistive Effect in Silicon

















A Dumbbell-Shaped Small Molecule
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    研  究  費（後期採択分）Grants
種　目 研　究　課　題 代表者 補助金
種　目 研　究　課　題 代表者 補助金
平成21年度 科学研究費補助金一覧
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独立行政法人 科学技術振興機構 川端 猛夫
糖類の位置選択的官能基化 教授
独立行政法人 科学技術振興機構 二木 史朗
核酸医薬品送達のための新規方法論の開発 教授
独立行政法人 科学技術振興機構 山子 　茂
リビングラジカル・カチオン連続重合による新しいブロック
共重合体の創製 教授
独立行政法人 科学技術振興機構 栗原 達夫
環境浄化と物質生産に資する新しい有機ハロゲン化合物
変換酵素の開発 准教授
学校法人  同志社 伊藤 嘉昭
乾式低温粉砕技術を用いた粉末茶等の製造装置の研究
開発と応用 准教授
朝日レントゲン工業 株式会社 伊藤 嘉昭
歯科用X線源の単色化および新たなマイクロフォーカス
用線源の模索 准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 松田 一成
金属ナノ構造を用いた半導体量子ドットの発光高輝度化
とその応用 准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 市川 能也
室温動作マルチフェロイック酸化物人工超格子の作製お
よびメモリ応用 特定助教
独立行政法人 科学技術振興機構 高谷 　光
近赤外発光特性を有するアミノ酸の開発 准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 川本 　純
低温でのタンパク質生産システムの開発 助教














































































准教授　大野 工司（材料機能化学研究系） 材料機能化学研究系 助教から
研究員  DIEZ RUIZ, Diego（バイオインフォマティクスセンター）
日本学術振興会特別研究員から
研究員（学術研究奨励） 福地 将志（環境物質化学研究系） 理学研究科 研究員（産官学連携）から
研究員（産官学連携） HAYES, Clair Nelson（バイオインフォマティクスセンター）
広島大学 研究員へ
研究員（産官学連携） NGUYEN, Hao Canh（バイオインフォマティクスセンター）
日本学術振興会特別研究員へ
研究員（産官学連携） HU, Qiannan（バイオインフォマティクスセンター）
College of Pharmacy, Wuhan University, China 准教授 へ
辞　　職
准教授　岡﨑 雅明（元素科学国際研究センター） 弘前大学 教授へ














「Site resolved oxgen K-edge ELNES of layered double 






"Photo-induced Formation and Environmental Response of Macro
Periodic Structures in Titania-polymer Hybrid thin Films"
井上 雅史 
The 11th International Symposium on Eco-materials










































「Dynamic Programming Algorithms for RNA
   Structure Prediction with Binding Sites 」
Unyanee Poolsap,
加藤 有己, 阿久津達也

















































































































































広報委員会黄檗担当編集委員／小野 輝男（委員長）、平竹　潤（副委員長）、上杉 志成、倉田 博基、東　正樹
化学研究所担当事務室／井上 清史、宮本 真理子、高橋 知世
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教授 時任 宣博　教授 小野 輝男　助教 徳田 陽明　助教 中瀬 生彦　
特定助教 中島 裕美子　特任研究員 MURDEY, Richard
出張講義リポート 自然が育てる目
助教　柘植 知彦
化学研究所の主なアウトリーチ活動
化研 × News
「共同利用・共同研究拠点」事業開始に向けて
副所長　渡辺　宏
岡山理科大と学術交流協定を締結
副所長　渡辺　宏
バイオインフォマティクスと
システムズバイオロジーの国際連携教育プログラム
教授　馬見塚 拓
1～3
4
3
5
5
5
　下の写真「電子線分光型高分解能
電子顕微鏡」について、「なぜこんな
に大きいんですか」との質問に「よ
り小さいものを見るには超高速の電
子を用いなければならず、筒芯状の
空間のまわりに針金を渦のようにグ
ルグルと何重にも巻き、そこにたく
さんの電流を流して超高速の電子線
を曲げる磁場を得ます。その巻き幅
が上部筒の太さです。」とわかりや
すくお話いただきました。
　残念ながら、この極低温装置は性能も操作性も期待に十分に応えるものではなく、特に試料を包み込むまわり
が相対的に高温となりその温度差によってガス発生が活発化し、とても原子までは見えませんでした。しかし、
電顕としての性能は世界一といえ、その後、常温でフタロシアニン分子や高分子鎖の直視観察に成功しました。
　当時は顕微鏡付きの技官でしたが、もともと興味の対象は有機物そのものにありました。きれいな形に並ぶ有
機物の分子は一体どうやって結晶していくのか、更に結晶の特性はどのように発現するのか、そのことを追求し
たいと思っていました。その後、小林先生の後任の片山健一先生のはからいで助手となり1985年から1年半に亘
り、ドイツのマックスプランク研究所で、高分子の電気的特性の研究に携わりました。現在の顕微鏡分野では、
細い金属針の先端が分子表面をなぞりながら、その表面を画像化する「走査プローブ顕微鏡」が注目を浴びてい
ます。メザシの黒こげを作らない顕微鏡として我々の研究室でも非常に重要な装置で、当時はまだ幼年期だった
その分野の研究者の方々と多く出会えたのがドイツでした。
　その後1989年に、植田夏先生と小林隆史先生のもとで「電子線分光型高分解能電子顕微鏡」が設置され、その
プロジェクトに参画することとなり、分解能向上とともに電顕画像に色付けをする研究に従事しました。色付け
とは、試料中の元素の分布や化学結合の違いを区別して目で見えるようにすることです。電顕と走査プローブ顕
微鏡の二足のわらじを履いた研究生活になりましたが、これらを複合的に利用するメリットがあり、私が見たか
った「分子が結晶しつつある瞬間の写真」も撮られています。顕微鏡で単一原子の分析（一つ一つの原子につい
て、その元素種や結合状態の解析）ができる日も遠くない現状です。
次期化学研究所長には時任宣博教授の再任が決定しました。平成22年1月13日
